
　新型コロナウイルス感染症対策の切り札として進め
られているワクチン接種は、５月から高齢者を対象に進
められてきました。
　初期段階ではコールセンターに予約が殺到し、電話
がつながらない等、不安な面もありました。
　改善を重ね、町内の医師をはじめ医療従事者の
方々にご協力をいただきながら、これまでスムーズにワ

クチン接種が進められています。
　宇美町のワクチン接種は、主に４つの方法を採用し
ており、医師・看護師・運営スタッフ・推進本部職員が
ガッチリとスクラムを組んで運営されています。
　議会としても側面からワクチン接種をしっかり支えて
まいります。

　本年度の新型コロナウイルス感染症対応地方創生
臨時交付金は、約1億7900万円が配分され、議会にお
いても所管委員会から全員協議会そして本会議の中
で、使い道を議論してきました。
　まずは、住民への生活支援と地域経済を活性化す
るために事業者への経済的支援を優先的に行うことに

なりました。さらに、感染症予防の側面と将来のデジタ
ル・キャッシュレス社会推進の両面を見据え、またデジタ
ル弱者への対応を含めた有効的な支援策を打ち出し
ています。
　残額は約6600万円あり、今後も行政そして議会とで
知恵を出しながら使い道を検討していきます。

　多くの住民が家庭で過ごす時間が増え、水道使
用量が増加し、各世帯の負担となっています。また、
多くの事業者は収入が減り地域経済への打撃が懸
念されています。
　そこで水道基本料金を８月請求分から３か月間
減免し、住民および事業者への経済的支援が行わ
れます。

　全国各地でキャッシュレス決済の導入が進む中、
町独自の取組として、「宇美町のお店を元気に！
最大20％戻ってくるキャンペーン」を活用し、町内に
おける消費を喚起するとともに、店舗におけるキャッ
シュレス決済の導入を推進します。
　また、利用される方への導入支援として、町内各
所で初心者向けＰａｙＰａｙ使い方講座が開催される
予定です。

将来は、紙ベースの地域振
興券と併用して、電子地域
振興券の発行も視野に入れ
ての運用が期待されていま
す。 

　コロナ禍で外出する機会が極端に減り、特に高
齢者の孤立化が懸念されています。
　また、スマホに切り替えたくても使い方が難しそう
で、買い替えに二の足を踏んでいる方も多いという
声をお聞きし、初心者向けのスマホ講座が実施さ
れます。
　「これで安心してスマホが使える」、「講座がある
と聞いてスマホに買い換えた」という声も聞こえてき
ています。
好評をいただいている超
初心者コースは既に満員
となり、今後は活用講座や
１０月から新たに超初心
者向けの講座が開催され
る予定です。

使用期限は
1月31日まで

　高齢者施設でのクラスター発生が懸念されて
いる中で、宇美町では高齢者施設に医師や看
護師、運営スタッフの計９名程が直接出向いて
接種を行っています。
　入所者とともに、施設スタッフも優先接種できる
ことが特徴で、クラスター抑制に大きな効果が期
待できます。

　宇美町医師会のご協力により、町内１１の医
療機関で実施されています。
　かかりつけ医と当日の健康状態やアレルギー
などを相談しながら、安心感を持って接種できる
ことが持ち味の接種方法です。

　高齢者は座ったままで、医師や看護師が移動
してワクチンを接種しています。
　特徴は何といってもその接種スピードで、通常
の接種と比べて８～１０倍の方に接種できます。
　多くのメディアに取り上げられ、全国の自治体
をはじめ、台湾でも「宇美町方式」の名前で、採
用されています。

　待合所で名前を呼ばれてから別室で予診と
接種を受ける接種者移動型の方法です。（クリ
ニック方式）
　かかりつけ医で追いつかない接種を補完する
役割で実施されています。
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プレミアム付き地域商品券を増額

　毎年ご好評いただいているプレミアム付き地域商
品券は、昨年度に引き続きプレミアム率が20％となっ
ています。
　本年度は住宅リフォーム工事券も併せて、総額1
億8000万円に増額するとともに、はがきでの申し
込みによる抽選方式を採用しました。
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